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位 と回数,診 断名および使用目的を調べ,さ らに











い値 を示 した。3.1回 の治療における使用時間
は30分～1時 間以内が70%近くを示 し,次 いで
30分,1時間～1時 間30分の順 で あった。4.
使用効果では 「たいへん満足」,「満足」,「やや満
足」 と概 して良好 な回答 が得 られ たが,「満足」
は前回の調査 より有意に低い値 を示 し,今回の調
査では「やや不満」と回答 した者が認められた。5.
使用 に際 して 「難 しい」 と感 じた者は前回同様
90%以上の高率 を示 し,そ の原因と しての 「顕
微鏡 自体の使用(調 整)法 」においては前回の調





う」 と回答 した者 は前回の調査に比較 して有意に




顕微鏡は1年間に122回使用 されてお り,歯 内療
法領域 での使 用が約90%と高率 を示 し,使 用 目





ら満足感は得 られたものの 「難 しいと感 じた」者
も多く,操作法の習得など,技術向上の必要性が
示唆される。3.今 回の調査期間内に歯科用実体
顕微鏡が学生教育 に10回(11時間)使 用 されて
いた。近年の歯科医師国家試験で歯科用実体顕微
鏡に関する問題が出題 されるようになったことも
あり,臨床実習担当者の歯科用実体顕微鏡に対す
る意識の向上が望まれる。
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